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ア ジ ア に お け る ト ビ イ ロ ウ ン カ の 諸 問 題

山科 裕郎(三 菱化成工業株式会社)

A review of brown planthopper problems in Asia. Hiroo YAMASHINA (Mitsubishi 

Chemical Industries LTD., Tokyo 100)

日本 におけ るトビイロゥンカは,1897年(明 治30年)

の大発生 以降断続的に発生 し,1940年,戦 後 は1966年 の

大発生 があ る。最近ではニカメイガの終息 した西南暖地,

特 に東 シナ海 に面 した各県では水稲の筆頭害虫 となって

い る。

アジア諸国 においての トビイロウンカは,例 えば中国

南部の広東省中央地帯で は,1969年 以前 は局部的な発生

で あ った が,1973年 以 降 は連 続 発 生 して大 きな被 害 を与

えて い る との報 告1)が あ る。

また 香 港大 学編 集 の"Agricultural Insect Pests of

 the Tropicsand Their Contro1"1975年 版 に よ る と,

セ ジ ロ ウン カ は くわ しく記 載 され て い るが,ト ビイ ロ ウ

ンカ は単 に マ イ ナー害 虫群 に名 前 が の っ て い る にす ぎな

い 。 と ころ が,1979年 フ ィ リピ ンのInternational Rice

第1表 熱帯ア ジア諸国の雨期 作水稲害虫の ラン ク

0:そ の国で稲 作害虫 としては記録 されてい ない。
*:マ イナー害 虫で年 間の発生は変動 し,国 内の少 な くとも1主 要 地域で減収量5%。

**:メ ジャー害 虫で国内の少 な くとも1主 要地域で年間減収量5%。
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ResearchInstitute(IRRI)の 報 告 によ ると イ ン ド,

イ ン ドネ シ ア,ス リラ ン カの諸 国で は,雨 期 作水 稲 で5

%以 上 の 減 収 を与 え る メ ジ ャー害 虫 に昇 格 して い る(第

1表)。

ベ トナ ム,マ レー シ アで も トビイ ロ ウ ンカ の異 常 発 生

の ニ ュー ス が流 れ て お り,台 湾 の二 期 作 水 稲 で も主 要 害

虫 とな っ て お り,ま た最 近 の熱 帯 圏 ア ジ アで の トビ イ ロ

ウ ンカ に よ る被 害 は3億 ドル 以上 とのIRRIの 報 告 もあ

る。

この よ うな トビイ ロ ウ ン カの ア ジ ア圏 で の暴 発 原 因 に

第1図 中国 大 陸 に お け る トビ イ ロ ウン カの 越 冬

区 分

ついての総括意見 と して,次 の事項があげ られる。

1)食 草 としての稲が,米 増産奨励 による灌漑設備の

強化 を背景 に,熱 帯圏諸国 において稲が周年連続的 に栽

培 され る地帯 が増大 して きた。

2)緑 の革 命,miracle-riceと して熱帯 アジア諸国に

最初 に広域 に栽培 され たIR8,IR5な どの品種 が,ツ マ

グロ ヨコバ イ類 には耐性で あるが,ト ビイロウンカには

感受性であ った。

3)ト ビイロウンカのmigrationに ついては,日 本

での南 方海上 あるい は東 シナ海上での採集 などで,日 本

の トビイロウンカは国外 よりのmigrationが た しかめ

られて おり,中 国で もこれ に関す る詳細 な報告(後 記)

がある。

4)増 収手段 と しての水稲 の密植栽培技術の普及や窒

素質肥料の増投 は,薬 剤施 用の効率 を低下 させ ているこ

と,パ ラチオ ン剤 などの有機 りん系殺虫剤の連続施用 に

よ る"resurgence"も あずか ってい る公算が大である。

トビイロウンカの食性 について,一 般 にイネ属 の単食

性 とされてい るが,持 田 ・岡田 の過去の寄主植物のま

とめで は,4科29種 にも及 ぶ。中国で は,過 去 において

タ イワンアシカキ上 での卵越冬説 があったが,現 在 では

否定 され,広 域の実地調査 の結果,冬 期稲 もしくは

ピコバ エ,野 生稲の生育地のみ トビイロウンカの存在 を

認 めて おり,"専 食性"の 術語 が使われてい る 。

なお中国の トビイ ロウンカは,北 緯19° 以南ではイネ

属の存在の もとに年 中繁殖 してい るが,こ れの該 当地域

は中国最南端の海南 島南部のわずかな地域 に す ぎ な い

(第1図)。 北緯19° と北回帰線(北 緯23°26')と の間の

地帯 は,イ ネ属の植生 を条件 として少数越冬地帯 とし,

これよ り以北 は越冬不可能地帯 に区分 している 。

北回帰線 と1月 における12℃ 等温線 とはほぼ一致 する

第2図 イ ン ドネ シア に お け る トビ イ ロウ ン カ バ イオ タ イプ の分 布(持 田,1977)
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第2表IRRIに お ける トビイ ロウンカ耐 虫性 品種 の育 成

第3図 中 国大 陸 内 トビ イ ロ ウン カのmigration

が,年 に よ って この 等 温 線 は南 北 に移 動 し,そ れ につ れ

て 少数 越 冬 地帯 も移 動 す る こ と とな る。 この 区分 を 日本

にあ て は め る と,日 本 は越 冬 不 可地 帯 に はい る。

実害 の 甚 だ しい害 虫 に対 して 耐 虫性 品 種 の 導 入 は,低

生 産,低 米 価 の熱 帯 ア ジ ア諸 国 で は最 も望 ま しい 姿 で あ

るが,miracle-riceを 育 成 のIRRIで は,ト ビィ ロ ウ ン

カ耐 虫性 の イ ン ド稲 のMudgoの 遺 伝子 を 入 れた 品 種

を育成 配 布 したが,2～3年 でbiotypeが 出現 した 。

MOCHIDAら7に よ るイ ン ドネ シ アで のバ イオ タ イ プの

分 布 は第2図 の とお りで あ る。

これ らの ことは単 なる耐虫性因子の導入だ けでは永続

しない ことを暗示 し,熱 帯 アジア圏での晶種育成 のセン

ターで あるIRRIで は,最 も苦慮 している問題 と推察 さ

れる(第2表)。

トビイロウンカのmigrationに 関 して は,日 本 につ

いては洋上 飛来の事実が確認 されてい るが,飛 来源 のひ

とつで はないかとされてい る中国で は,前 記の ように極

く南部での常時繁殖区の存在,北 回帰線 以南では少数越

冬 している事実 はある1ものの,実 害の対象 となる トビイ

ロウンカは,春3～4月 頃 に中国以南の地区 より飛来 し
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て くるもの によるとしてい る。

これらは広東 ・広西 ・福建の各 省(1省 で200～300万

ヘクタールの農耕面積,主 と して水田が ある)の 早期稲

にたど りつ き,稲 の登熟 と亜熱帯高気圧の増強 につれて,

ほぼ5波 にわかれて北上 し,最 終波 は7月 下旬～8月 上

旬 に淮河沿岸(安 徽省,江 蘇 省)に 達す る。その後 は8

第4図 日本 の梅雨期における気団 と気 流の模式

図(吉 野,1977)

月下旬～9月 上旬,大 陸高気圧の強ま るにつれ て,お よ

そ3波 にわかれて南下 しは じめ,最 終 は揚子江南部 にま

で到達 す るが,そ の量 はわずかである(第3図)。

海南 島では年間11世 代,広 東,広 西の南部 では10～11

世代,福 建南部では8～9世 代,広 東,広 西 の北部,福

建 の中北部,江 西,湖 南 は6～7世 代,楊 子江沿岸以南

は4～5世 代 と報告 され ている 。

仮 に日本へ の飛来源 と考 えると,第2波 の一部 と第3

波が該 当す るが,日 本の梅雨明における日本 をとりま く

気団の模式 図は,第4図 の とお りである。

中国 以南 における トビイロウンカのmigrationに つ

いては,現 在の ところ全 く不明で あるが,1979年 筆者の

イン ドネシア滞在 中,マ レーシアではスマ トラか らの飛

来 との主張があ ると聞 き,ま た,台 湾で は中国か らの飛

来説が ある。

稲株 の水際 に生息加害 す る トビイロウンカは成育の中

後期 になると,生 息場所へ農薬 を到達 させ ることが困難

になる。 それ に拍車 をかけ るのが増収手段 の密植栽培で

あ る。 日本で も10年前 に比べ て単位面積 当 りの株数 は平

均30%も 増加 してお り,ア ジアの諸 国で も密植栽培 は一

般化 してい るようで ある。

最近 あ る中国視察団の報告 によ ると,広 東省では10a

当 りの植付株数37,500株,株 当 りの植付 けは8～10本 の

例 もあ り,こ れは現在の 日本 に比べて植付株数で約40

%増,植 付本数 で約1.5倍 位 となろ う。投薬技術,方 法に

なんらかの工夫 が必要 と考 えられ る。

第3表"Resurgence"の 一 試 験 例(IRRI,1976)

a:薬 剤 は750g ai/haを 播 種 後49,77 ,94日 目に施 用 。P:ピ レ ス ロ イ ド剤,OP;有 機 りん 剤,C:
カー バ メー ト剤,OC:有 機 塩 素 剤

。
b:虫 の 密 度 は11m当 りD-Vacサ ク シ ョ ンに よ る捕 穫 虫数 で

,同 一 文 字(a～f)で 表 わ され て い る 薬 剤 区は
5%水 準 で有 意 差 な し。

c:2回 目施 用 後 の 虫 数/標 準 区 の 虫 数
,
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薬散 の後 遺 症(?)と しての"resurgence"は,目 下

IRRIで 精 力 的 に研 究 が 進 め られ て い る。そ の 中 間報 告3)

で は,捕 食 性天 敵 の減 少,次 世 代成 虫 の生 存 日数 の増 加,

雌 歩合 の 増 加,稲 の ほ うで は生 体重,根 重,分 げ つ数 の

増 加 な どが あげ られ て い る。 筆 者 も以前 九 州 農 試 在 任 中,

パ ラチ オ ン剤散 布 水 稲 で は葉 色 が濃 くな る こ と,ク ロ ロ

フ ィルや,草 丈 の増 加 を体 験 して い る。IRRIに お け る

試 験の1例 を示 す と第3表 の と お りで あ る。

あ る種 の 有機 リン系 殺 虫 剤 と,こ れ か らの 期 待薬 剤 の

ピ レス ロイ ド系 殺 虫 剤 が 含 まれ て い る ことは 注 目す べ き

こと と考 え る。

以 上,ア ジアの トビ イ ロ ウ ンカ を め ぐる諸 問題 を列 記

したが,1,000～2,000kmもmigrationす る こと も併 せ,

ragged stunt,grassy stuntな どの ウ イル ス病 の ベ ク

タ ー と して,ア ジ アの トビ イ ロ ウン カの 対策 は,国 際 協

力 も含め,ア ジア諸国 との連係研究が必要 と考 える。
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